
業務名 目的（概要） 主な業務内容

平成26年度大台ヶ原自然再生事業動物モニタリング業
務

　動物相や群落の回復と変化を継続的にモニタリングすること
で森林生態系の回復状況を把握すること。

・クモ類調査
・動物モニタリンング計画立案
・ワーキンググループ（生物多様性、
ニホンジカ等）の開催・運営

平成26年度大台ヶ原自然再生事業植生モニタリング等
業務

　森林生態系保全再生の具体的取組及びモニタリング等を行う
とともに、大台ヶ原ニホンジカ特定鳥獣保護管理計画に基づく
ニホンジカに関する調査用を行うことにより、最新の状況を把
握すること。

・防鹿柵設置詳細範囲の検討
・定点写真撮影
・防鹿柵内植物相調査
・開花・結実状況調査手法検討
・樹幹着生性蘇苔類調査
・西大台利用調整地区の歩道現況調
査
・希少植物調査
・稚樹生育状況調査
・移植苗木の保全
・自生稚樹生育追跡調査
・ミヤコザサ衰退手法検討
・倒木保護手法の検討
・ササ稈高調査
・ニホンジカ糞粒調査
・気温・雨量調査
・湿地植生におけるニホンジカの影響
把握調査の検討
・大台ヶ原自然再生推進委員会の開
催・運営
・ワーキンググループ（森林生態系、
生物多様性等）の開催・運営

平成26年度大台ヶ原ニホンジカ個体数調整業務
　大台ヶ原ニホンジカ特定鳥獣保護管理計画ー第３期ーに基
づきニホンジカの個体数調整等を行い、大台ヶ原のニホンジカ
の保護管理に資すること。

・個体数調整実施計画の検討
・ニホンジカの個体調整
・捕獲個体のモニタリング調査
・ライトセンスによるニホンジカの生息
状況調査

平成25年度（繰越）大台ヶ原自然再生事業防鹿柵測量
設計業務

　大台ヶ原ニホンジカ保護管理計画等に基づく区域保護対策と
して、防鹿柵を設置しており、機能性及び経済性を考慮した防
鹿柵等の測量設計を行うこと。

・線形の決定
・数量計算
・中心線測量
・土質区分・施工性判定

平成26年度国立公園整備（直轄）事業　大台ヶ原自然
再生施設整備工事　（奈良県施行委任）

　大台ヶ原ニホンジカ保護管理計画等に基づく区域保護対策と
して測量設計された防鹿柵を設置すること。

・大規模防鹿柵の設置

平成26年度大台ヶ原自然再生小規模防鹿柵設置工事
　倒木等によって生じたギャップ地を小規模な防鹿柵で囲い、
森林更新の場を保全すること。

・小規模防鹿柵の設置

平成26年度大台ヶ原自然再生事業剥皮防止用ネット
設置工事

　防鹿柵外に生育する樹木をニホンジカによる剥皮から保護す
ること。

・剥皮防止用ネットの設置

平成26年度大台ヶ原自然再生トウヒ苗木移植業務
　大台ヶ原ではトウヒの苗畑においてトウヒ苗の育成を行ってお
り、苗木を防鹿柵内へ移植するもの。

・苗木を防鹿柵内へ移植

平成26年度大台ヶ原の利用対策に関する調査業務
　推進計画2014を推進するために必要な利用に関する基礎的
なデータ等の収集・分析を行うこと。

・大台ヶ原の利用動向に関する分析
・トイレ設置に関する調査・分析
・標識の多言語化に関する調査・分析
・持続可能な利用WGの開催・運営

平成26年度吉野熊野国立公園協働型管理運営体制
強化事業業務

　地域との協働による大台ヶ原の管理運営の一層の改善を図
るとともに、ガイド制度が運用されることによって、持続可能な
利用の実現に近づけること。

・ガイド制度に関する調査・検討
・利用に関する協議会の開催・運営
・普及啓発用資料の作成

平成26年度グリーンワーカー事業（吉野熊野国立公園
西大台利用調整地区アンケート調査等業務）

　西大台利用調整地区に係る利用者意識アンケートを実施し、
制度の効果及び課題等を把握するとともに、大台ヶ原への公
共交通機関利用の促進を普及啓発すること。

・利用者意識アンケートの実施
・普及啓発イベントの実施

大台ヶ原自然再生事業平成26年度業務概要

参考資料２ 


